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〔短報〕 牧野佐二郎氏講演会印象記
第 458回千葉医学会例会として千葉医学会と千葉県生
物学会との共催によって，北海道大学理学部教授，牧野
佐二郎氏の講演会が 1967年 12月 16日の午後， 医学部
記念講堂において催された。氏はわが国の染色体学の草
分けで，圏内国外によく知られた人である。「人類染色
体の最近の問題」と題した講演は，氏の多年にわたる研
究にかけた情熱がうかがわれ，心うたれた人も少なくな
いと思う。この方面には無知の筆者ではあるが，氏の講
演をきく機会に恵まれた一人として，その要旨を簡単に
述べさせていただ、くことにする。
人類染色体の研究は非常に古い歴史をもっているにも
かかわらず，その数や形がはっきりしたのは戦後とのこ
と，材料をうる上での制約と研究技術の貧弱さがこの遅
れの原因であった。戦後におけるこの方面の発展は，人
体細胞の組織培養の成功および染色体標本作成法の進歩
によるところが多い。人体細胞の組織培養によって，材
料をうる上での制約は除かれた。特に細胞分裂する白血
球の組織培養の成功によって，非常に簡単に材料が得ら
れるようになり，人体染色体の研究は非常な進歩を遂げ
た。標本作成の進歩もみのがせない。普通の方法で得ら
れる染色体標本はその像がはっきりせず，しかも染色体
同志が互に重なり合っているなどして，よい標本とはい
えなかった。染色体の重なりをふせぐために，おしつぶ
し法が考案され，染色体が一平面上におし広げられた標
本を作ることができるようになった。特に牧野氏は細胞
を水処理してのちおしつぶすという方法を考案し，上述
の欠点を除くことができ，この方面の研究に大きな貢献
をしている。その他，いろいろの細かい進歩に支えられ
て人類染色体の研究は最近非常な発展を遂げたのであ
る。
これまで人体細胞の染色体数はりとも 48ともいわ
れ，議論の的となっていたが， 1956年， チョウとレヴ
ァンはヒトの胎児の肺を材料とした組織培養細胞では染
色体数が 46であると発表した。そののち，世界中の多
くの学者からヒトのいろいろの組織についての発表が行
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なわれ，正常人体細胞の染色体数は，人種，性別，年令
のいかんを間わず 46であることが確認されるに至った。
また単に数のみならず， 1っlつの染色体の形態も正確
に分類できるようになり， 2個の性染色体(男子ではX
とY，女子ではXとX)以外の 44個の常染色体は 2個
ずつ対になっており， 1から 22までの番号で各対は区
別されている。この番号は染色体の大きさの順になって
いる。このような命名法は 1960年の国際人類染色体研
究会議できめられたものである。このように正常人の染
色体が明らかになるにつれて， ヒトの異常個体の染色体
の研究が盛んになってきた。いろいろの遺伝的な疾患の
ヒトは染色体に異常があるのではないかと想像するの
は，染色体が遺伝子の担い手であることからすれば，当
然のことといえよう。 1959年， }レ少ューヌらがモンゴ
リスムス患者の組織を培養してその染色体を調べ，正常
とは異なった染色体構成をもっていると報告して以来，
数多くの報告がでている。数の異常，各染色体の形の異
常など，一定の疾患には常にきまった染色体異常がみら
れている。しかし現在の観察法では染色体に異常の認め
られない遺伝性疾患もあり，さらにミクロのレベルでの
異常と考えられる。染色体の異常は腫蕩細胞にもみられ
る。腫蕩細胞の染色体構成は染色体数も，各染色体の形
態も正常細胞の場合とは異なっており，また腫蕩同志の
間でも異なっている。概して非常に大きな変化をおこし
ている。染色体研究は医学的にも遺伝学的にもまた細胞
学的にも非常に大きな意義をもっているが，まだまだ多
くの問題が残されており，今後も強くおし進めていかね
ばならない。外国にはこの方面の専門の研究所が多く設
立されているが，日本の研究体制は貧弱である。
以上，今日までに知られている人類染色体に関する知
見を，スライドや映画で非常に明解に講演された牧野氏
は最後にこれからの若い学生に大きな期待をかけている
という言葉をむすびとして講演を終わられた。
(脳機能研究施設助教授)
